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 日本へ来てもう３年経ちました。その間、私は様々な人々に出会い、たくさんの興

味深い経験をしました。そして、日本語や専門的な文化や知識を学ぶだけでなく、こ

れらを学ぶ過程で大きな成長を遂げています。今、このレポートを書きながら、いろ

いろな経験を思い出し嬉しく感じます。 

 学習面について、多くの先生から助けと指導を受けました。大学では、専門的な知

識を学ぶだけでなく、母国との文化の違いを知ることもできます。例えば、先生は各

国の学生に聞きとりを行い比較してまとめる授業を行いました。そこで、留学の大変

さを共有したり、異文化交流の機会もありました。また、介護実習中も先生や指導者

の方々にも大変お世話になりました。先生は、高齢者福祉施設や高齢者のコミュニケ

ーションにおける文化の違いや、高齢者との会話をより円滑にする方法について、辛

抱強く教えてくれました。 

 そして、日本に来て間もなく新型コロナウイルスが流行し、中国に戻って母に会い

たいと思ったこともありましたが、私にとって何が最も重要であるかを考えました。

母親は私の考えを支持してくれます。このことから、進学という目標を達成するため

の大きな自信が得られました。 

 生活面について、アルバイトは私を成長させてくれました。中国では、家庭教師や

工場以外に、学生がアルバイトをする機会はあまりありません。ずっと一人暮らしを

続けたいので、日本に来たらすぐに働きました。 泣いたり、嘘をつかれたりしたこと

もあったけど、今となってはそれが大切なことだと思っています。生活というのは思

った以上に難しいものだと実感しました。時々親に甘えた昔の自分に戻りたいと思い

ますが、それは不可能だとわかっています。早く成長して一人前の大人になりたいと

願っています。 

重いことを言ってしまいましたが、日本に来てからいろいろな国の友達に出会えて

本当に良かったです。留学生同士、バイトする仲間、偶然に出会った人々が私の生活



に関わって、私をずっと支えてくれました。 母国語は違えど、異国で感じることはみ

んな同じなので、出会えたことがとても素晴らしいと思います。 

これから、私は人生に自信をいっぱい持っていきます。また、先生や友人など周り

の人に感謝したいです。日本の留学経験は私の大学生活における最高の宝物になりま

した。最後に、心から皆さんに伝えたいことは、異なる国で留学体験をすることは、

自分を大きく成長させるチャンスだということです。 


